
様式１－４－②号
（１）第１号技能実習実施計画（モデル例）

技能実習を行わせる事業所
　①　事業所名　Ａ林業株式会社　Ｂ支所 所在地　東京都青梅市西分町○－○－○
　②　事業所名 所在地
　③　事業所名 所在地
　実習期間　20XX年　XX月　XX日　～　20YY年　YY月　YY日

１０ １１ １２

月 月 月

目 目 目

1 （１）育林作業
　①地拵え
　　１．指示された方法により実施
　②植付 

　　１．指示された方法により
　　　　苗木を植付

　③下刈り

　　１．植林木を傷つけることなく
　　　　刈払い △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
　④除伐
　　１．侵入樹種を中心に除伐
　⑤枝打ち
　　１．のこぎりを用いて実施
　⑥間伐（切り捨て）

　　１．間伐の準備（指示を受けながら
　　　　かかり木になる木やつるなどを
　　　　除去）

　　　　　　班長：森林太郎（１５年）
2 （２）素材生産

　①伐倒（チェーンソー）

　　１．伐倒の準備（指示を受けながら
　　　　かかり木になる木やつるなどを
　　　　除去） △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
　②造材 
　　１．ガイドバーよりも細い材の玉切り
　③木寄せ
　　１．つるやとびを使って木寄せ

　　　　　　班長：森林太郎（１５年）
3 （３）安全衛生業務

　①雇入れ時等の安全衛生教育

　②作業開始前の保護具の着用と服装の
　　点検 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
　③作業に必要な機械及び周囲の安全確認
　④異常時の応急措置の習得

　⑤育林・素材生産作業に関する基礎的な
　　知識を習得させる講習
　　※必ず雇用後実習実施者の下で行う

　　・共通(標準21h)
　　・育林(標準19h)　　　 　年間46h以上
　　・素材生産(標準6h)

　⑥⑤に係るチェックリストによる
　　習熟度の確認

　　　　　　班長：森林太郎（１５年）

4
①播種、さし付け、堀取り、仮植などの育苗
作業

②獣害防止柵等獣害防止対策資材の設置作業

③森林作業道作設に係る支障木の除去等補助
作業

④丸太の検知（径級の計測、チョークによる
記載） △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
⑤作業前の蜂の誘因・捕殺、熊よけの爆竹等
⑥苗木の倒伏防止や雪起こし作業

⑦ペンキ巻き、境界の刈払いなど作業地の明
認作業

　　　　　　班長：森林太郎（１５年）

5
安全衛生業務（関連業務を行う場合は必ず実
施する業務）

①雇入れ時等の安全衛生教育
②作業開始前の保護具の着用と服装の点検 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
③作業に必要な機械及び周囲の安全確認
④異常時の応急措置の習得

関
連
業
務

同
上

○
ｈ

関
連
業
務

同
上

○
ｈ

必
須
業
務

同
上

○
ｈ

必
須
業
務

同
上

○
ｈ

７
月
目

８
月
目

９
月
目

必
須
業
務

Ａ
林
業
株
式
会
社
　
Ｂ
支
所

○
ｈ

技能実習の内容
必須業務、関連業務及び周辺業務の別
指導員の役職・氏名（経験年数）

事
業
所

合
計
時
間

月・時間数

１
月
目

２
月
目

３
月
目

４
月
目

５
月
目

６
月
目



　　　　　　班長：森林太郎（１５年）

6 ①必要な資機材の積み込み、荷下ろし、運搬

②必要な資機材の保守・点検 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

　　　　　　班長：森林太郎（１５年）

7
安全衛生業務（周辺業務を行う場合は必ず実
施する業務）

①雇入れ時等の安全衛生教育
②作業開始前の保護具の着用と服装の点検 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
③作業に必要な機械及び周囲の安全確認
④異常時の応急措置の習得

　　　　　　班長：森林太郎（１５年）

○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ

（注意）
1 予定表には、当該科目の開始月より修了月までの間を矢印（←→）で結び、矢印の上に各月に行う時間数を記載してください。
2 チェーンソーを使用する業務に就く前に、労働安全衛生規則第３６条第８号に基づく安全衛生特別教育を計画してください。
3

4 林野庁作成のチェックリストによる習熟度の確認を計画してください。
5  伐木等機械や走行集材機械等の運転に関する業務を計画しないでください。

製品等の例 素材（丸太）

指導体制

指導員名　森林太郎
免許・資格等　１　１級林業技能士
　　　　　　　２　フォレストリーダー研修終了
　　　　　　　３　チェーンソーの安全衛生特別教育終了
　　　　　　　４　刈払い機の安全衛生教育終了

使用する機械、器具等 ①チェーンソー　②刈払い機　③○○

使用する素材、材料等
①は「立木」とし主な樹種をカッコ書きすること、他は必要に応じて記載すること。
①立木（スギ、ヒノキ）
②竹　③防護ネット、支柱　④○○

周
辺
業
務

同
上

刈払い機を使用する業務に就く前に、「刈払機取扱作業者に対する安全衛生教育について」（平成１２年２月１６日付け基発第６６号）に基づ
く、安全衛生教育を計画してください。

○
ｈ

周
辺
業
務

同
上

○
ｈ

合　計　時　間



様式１－４－②号
（２－１）第２号技能実習実施計画（１年目）（モデル例）

技能実習を行わせる事業所
　①　事業所名　Ａ林業株式会社　Ｂ支所 所在地　東京都青梅市西分町○－○－○
　②　事業所名 所在地
　③　事業所名 所在地
　実習期間　20XX年　XX月　XX日　～　20YY年　YY月　YY日

１０ １１ １２

月 月 月

目 目 目

1 （１）育林作業
　①地拵え
　　１．指示された方法により実施
　②植付 

　　１．指示された方法により
　　　　苗木を植付

　　２．苗木を良好な状態で保管
　　３．補植、改植
　③下刈り

　　１．植林木を傷つけることなく
　　　　刈払い △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
　④除伐
　　１．侵入樹種を中心に除伐
　　２．除伐木の整理
　⑤枝打ち
　　１．のこぎりを用いて実施
　⑥間伐（切り捨て）

　　１．間伐の準備（指示された方法に
　　　　よりかかり木になる木やつるなど
　　　　を除去）

　　　　　　班長：森林太郎（１５年）
2 （２）素材生産

　①伐倒（チェーンソー）

　　１．伐倒の準備（指示された方法に
　　　　よりかかり木になる木やつるなど
　　　　を除去）

　②造材 
　　１．ガイドバーよりも細い材の玉切り △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
　　２．上下から合わせ切り
　③木寄せ
　　１．つるやとびを使って木寄せ

　　２．集材しやすいように丸太の向き、
　　　　量、材種を整える

　　　　　　班長：森林太郎（１５年）
3 （３）安全衛生業務

　①雇入れ時等の安全衛生教育

　②作業開始前の保護具の着用と服装の
　　点検 △ △

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △

　③作業に必要な機械及び周囲の安全確認
　④異常時の応急措置の習得

　⑤育林・素材生産作業に関する基礎的な
　　知識を習得させる講習
　　※必ず雇用後実習実施者の下で行う

　　・共通(標準2年30h)
　　・育林(標準2年9h)　　　　 2年97h以上
　　・素材生産(標準2年58h)

　⑥⑤に係るチェックリストによる
　　習熟度の確認

　　　　　　班長：森林太郎（１５年）

4
①播種、さし付け、堀取り、仮植などの育苗
作業

②獣害防止柵等獣害防止対策資材の設置作業

③森林作業道作設に係る支障木の除去等補助
作業

④丸太の検知（径級の計測、チョークによる
記載） △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
⑤作業前の蜂の誘因・捕殺、熊よけの爆竹等
⑥苗木の倒伏防止や雪起こし作業

⑦ペンキ巻き、境界の刈払いなど作業地の明
認作業

　　　　　　班長：森林太郎（１５年）

９
月
目

技能実習の内容
必須業務、関連業務及び周辺業務の別

指導員の役職・氏名（経験年数）

事
業
所

合
計
時
間

月・時間数

１
月
目

２
月
目

３
月
目

４
月
目

５
月
目

６
月
目

必
須
業
務

必
須
業
務

７
月
目

８
月
目

必
須
業
務

Ａ
林
業
株
式
会
社
　
Ｂ
支
所

○
ｈ

○
ｈ

同
上

同
上

○
ｈ

関
連
業
務

同
上

○
ｈ



5
安全衛生業務（関連業務を行う場合は必ず実
施する業務）

①雇入れ時等の安全衛生教育
②作業開始前の保護具の着用と服装の点検 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
③作業に必要な機械及び周囲の安全確認
④異常時の応急措置の習得

　　　　　　班長：森林太郎（１５年）

6 ①必要な資機材の積み込み、荷下ろし、運搬

②必要な資機材の保守・点検 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

　　　　　　班長：森林太郎（１５年）

7
安全衛生業務（周辺業務を行う場合は必ず実
施する業務）

①雇入れ時等の安全衛生教育
②作業開始前の保護具の着用と服装の点検 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
③作業に必要な機械及び周囲の安全確認
④異常時の応急措置の習得

　　　　　　班長：森林太郎（１５年）

○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ

（注意）
1 予定表には、当該科目の開始月より修了月までの間を矢印（←→）で結び、矢印の上に各月に行う時間数を記載してください。
2 チェーンソーを使用する業務に就く前に、労働安全衛生規則第３６条第８号に基づく安全衛生特別教育を計画してください。
3

4 林野庁作成のチェックリストによる習熟度の確認を計画してください。
5  伐木等機械や走行集材機械等の運転に関する業務を計画しないでください。

関
連
業
務

同
上

○
ｈ

同
上

○
ｈ

○
ｈ

周
辺
業
務

周
辺
業
務

指導体制

指導員名　森林太郎
免許・資格等　１　１級林業技能士
　　　　　　　２　フォレストリーダー研修終了
　　　　　　　３　チェーンソーの安全衛生特別教育終了
　　　　　　　４　刈払い機の安全衛生教育終了

合　計　時　間

刈払い機を使用する業務に就く前に、「刈払機取扱作業者に対する安全衛生教育について」（平成１２年２月１６日付け基発第６６号）に基づ
く、安全衛生教育を計画してください。

使用する素材、材料等
①は「立木」とし主な樹種をカッコ書きすること、他は必要に応じて記載すること。
①立木（スギ、ヒノキ）
②竹　③防護ネット、支柱　④○○

使用する機械、器具等 ①チェーンソー　②刈払い機　③○○

製品等の例 素材（丸太）

同
上



様式１－４－②号
（２－２）第２号技能実習実施計画（２年目）（モデル例）

技能実習を行わせる事業所
　①　事業所名　Ａ林業株式会社　Ｂ支所 所在地　東京都青梅市西分町○－○－○
　②　事業所名 所在地
　③　事業所名 所在地
　実習期間　20XX年　XX月　XX日　～　20YY年　YY月　YY日

１０ １１ １２

月 月 月

目 目 目

1 （１）育林作業
　①地拵え
　　１．指示された方法により実施
　②植付 

　　１．指示された方法により
　　　　苗木を植付

　　２．苗木を良好な状態で保管
　　３．補植、改植
　③下刈り

　　１．植林木を傷つけることなく
　　　　刈払い △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
　④除伐
　　１．侵入樹種を中心に除伐
　　２．除伐木の整理
　⑤枝打ち
　　１．のこぎりを用いて実施
　⑥間伐（切り捨て）

　　１．間伐の準備（指示された方法に
　　　　よりかかり木になる木やつるなど
　　　　を除去）

　　　　　　班長：森林太郎（１５年）
2 （２）素材生産

　①伐倒（チェーンソー）

　　１．伐倒の準備（指示された方法に
　　　　よりかかり木になる木やつるなど
　　　　を除去）

　②造材 
　　１．ガイドバーよりも細い材の玉切り △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
　　２．上下から合わせ切り
　③木寄せ
　　１．つるやとびを使って木寄せ

　　２．集材しやすいように丸太の向き、
　　　　量、材種を整える

　　　　　　班長：森林太郎（１５年）
3 （３）安全衛生業務

　①雇入れ時等の安全衛生教育

　②作業開始前の保護具の着用と服装の
　　点検 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
　③作業に必要な機械及び周囲の安全確認
　④異常時の応急措置の習得

　⑤育林・素材生産作業に関する基礎的な
　　知識を習得させる講習
　　※必ず雇用後実習実施者の下で行う

　　・共通(標準2年30h)
　　・育林(標準2年9h)　　　　 2年97h以上
　　・素材生産(標準2年58h)

　⑥⑤に係るチェックリストによる
　　習熟度の確認

　　　　　　班長：森林太郎（１５年）

4
①播種、さし付け、堀取り、仮植などの育苗
作業

②獣害防止柵等獣害防止対策資材の設置作業

③森林作業道作設に係る支障木の除去等補助
作業

④丸太の検知（径級の計測、チョークによる
記載） △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
⑤作業前の蜂の誘因・捕殺、熊よけの爆竹等
⑥苗木の倒伏防止や雪起こし作業

⑦ペンキ巻き、境界の刈払いなど作業地の明
認作業

　　　　　　班長：森林太郎（１５年）

関
連
業
務

同
上

○
ｈ

９
月
目

必
須
業
務

Ａ
林
業
株
式
会
社
　
Ｂ
支
所

○
ｈ

技能実習の内容
必須業務、関連業務及び周辺業務の別

指導員の役職・氏名（経験年数）

事
業
所

合
計
時
間

月・時間数

１
月
目

２
月
目

３
月
目

４
月
目

５
月
目

６
月
目

７
月
目

８
月
目

必
須
業
務

同
上

○
ｈ

必
須
業
務

同
上

○
ｈ



5
安全衛生業務（関連業務を行う場合は必ず実
施する業務）

①雇入れ時等の安全衛生教育
②作業開始前の保護具の着用と服装の点検 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
③作業に必要な機械及び周囲の安全確認
④異常時の応急措置の習得

　　　　　　班長：森林太郎（１５年）

6 ①必要な資機材の積み込み、荷下ろし、運搬

②必要な資機材の保守・点検 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

　　　　　　班長：森林太郎（１５年）

7
安全衛生業務（周辺業務を行う場合は必ず実
施する業務）

①雇入れ時等の安全衛生教育
②作業開始前の保護具の着用と服装の点検 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
③作業に必要な機械及び周囲の安全確認
④異常時の応急措置の習得

　　　　　　班長：森林太郎（１５年）
○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ

（注意）
1 予定表には、当該科目の開始月より修了月までの間を矢印（←→）で結び、矢印の上に各月に行う時間数を記載してください。
2 チェーンソーを使用する業務に就く前に、労働安全衛生規則第３６条第８号に基づく安全衛生特別教育を計画してください。
3

4 林野庁作成のチェックリストによる習熟度の確認を計画してください。
5  伐木等機械や走行集材機械等の運転に関する業務を計画しないでください。

使用する機械、器具等 ①チェーンソー　②刈払い機　③○○

製品等の例 素材（丸太）

指導体制

指導員名　森林太郎
免許・資格等　１　１級林業技能士
　　　　　　　２　フォレストリーダー研修終了
　　　　　　　３　チェーンソーの安全衛生特別教育終了
　　　　　　　４　刈払い機の安全衛生教育終了

使用する素材、材料等
①は「立木」とし主な樹種をカッコ書きすること、他は必要に応じて記載すること。
①立木（スギ、ヒノキ）
②竹　③防護ネット、支柱　④○○

周
辺
業
務

同
上

○
ｈ

周
辺
業
務

同
上

○
ｈ

合　計　時　間

刈払い機を使用する業務に就く前に、「刈払機取扱作業者に対する安全衛生教育について」（平成１２年２月１６日付け基発第６６号）に基づ
く、安全衛生教育を計画してください。

関
連
業
務

同
上

○
ｈ



様式１－４－②号
（３－１）第３号技能実習実施計画（１年目）（モデル例）

技能実習を行わせる事業所
　①　事業所名　Ａ林業株式会社　Ｂ支所 所在地　東京都青梅市西分町○－○－○
　②　事業所名 所在地
　③　事業所名 所在地
　実習期間　20XX年　XX月　XX日　～　20YY年　YY月　YY日

１０ １１ １２

月 月 月

目 目 目

1 （１）育林作業
　①地拵え
　　１．指示された方法により実施
　　２．時期の選択や準備
　②植付 

　　１．指示された方法により
　　　　苗木（コンテナ苗等）を植付

　　２．苗木を良好な状態で保管
　　３．補植、改植
　③下刈り

　　１．植林木を傷つけることなく
　　　　刈払い

　　２．適切な方法を選択 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
　④除伐
　　１．侵入樹種を中心に除伐
　　２．除伐木の整理
　⑤枝打ち

　　１．なた、おの、のこぎりを用いて
　　　　実施

　⑥間伐（切り捨て）

　　１．対象木の欠陥や危険を見極め
　　　　安全に間伐

　　２．斜面に対して横方向又は斜め
　　　　下方向に伐倒

　　３．指示された方法によりかかり木
　　　　処理

　　　　　　班長：森林太郎（１５年）
2 （２）素材生産

　①伐倒（チェーンソー）

　　１．対象木の欠陥や危険を見極め
　　　　安全に伐倒

　　２．斜面に対して横方向又は斜め
　　　　下方向に伐倒

　　３．指示された方法によりかかり木
　　　　処理

　②造材 
　　１．ガイドバーよりも太い材の玉切り △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
　　２．上下から合わせ切り
　③木寄せ
　　１．つるやとびを使って木寄せ

　　２．集材しやすいように丸太の向き、
　　　　量、材種を整える

　　３．ワイヤーをかける

　　　　　　班長：森林太郎（１５年）
3 （３）安全衛生業務

　①雇入れ時等の安全衛生教育

　②作業開始前の保護具の着用と服装の
　　点検 △ △

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △

　③作業に必要な機械及び周囲の安全確認
　④異常時の応急措置の習得

　　　　　　班長：森林太郎（１５年）

4
①播種、さし付け、堀取り、仮植などの育苗
作業

②獣害防止柵等獣害防止対策資材の設置作業

③森林作業道作設に係る支障木の除去等補助
作業

④丸太の検知（径級の計測、チョークによる
記載） △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
⑤作業前の蜂の誘因・捕殺、熊よけの爆竹等
⑥苗木の倒伏防止や雪起こし作業

⑦ペンキ巻き、境界の刈払いなど作業地の明
認作業

関
連
業
務

同
上

○
ｈ

必
須
業
務

同
上

○
ｈ

必
須
業
務

同
上

○
ｈ

７
月
目

８
月
目

９
月
目

必
須
業
務

Ａ
林
業
株
式
会
社
　
Ｂ
支
所

○
ｈ

技能実習の内容
必須業務、関連業務及び周辺業務の別

指導員の役職・氏名（経験年数）

事
業
所

合
計
時
間

月・時間数

１
月
目

２
月
目

３
月
目

４
月
目

５
月
目

６
月
目



　　　　　　班長：森林太郎（１５年）

5
安全衛生業務（関連業務を行う場合は必ず実
施する業務）

①雇入れ時等の安全衛生教育
②作業開始前の保護具の着用と服装の点検 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
③作業に必要な機械及び周囲の安全確認
④異常時の応急措置の習得

　　　　　　班長：森林太郎（１５年）

6 ①必要な資機材の積み込み、荷下ろし、運搬

②必要な資機材の保守・点検 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

　　　　　　班長：森林太郎（１５年）

7
安全衛生業務（周辺業務を行う場合は必ず実
施する業務）

①雇入れ時等の安全衛生教育
②作業開始前の保護具の着用と服装の点検 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
③作業に必要な機械及び周囲の安全確認
④異常時の応急措置の習得

　　　　　　班長：森林太郎（１５年）

○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ

（注意）
1 予定表には、当該科目の開始月より修了月までの間を矢印（←→）で結び、矢印の上に各月に行う時間数を記載してください。
2 チェーンソーを使用する業務に就く前に、労働安全衛生規則第３６条第８号に基づく安全衛生特別教育を計画してください。
3

4 伐木等機械や走行集材機械等の運転に関する業務を計画しないでください。

使用する機械、器具等 ①チェーンソー　②刈払い機　③○○

製品等の例 素材（丸太）

指導体制

指導員名　森林太郎
免許・資格等　１　１級林業技能士
　　　　　　　２　フォレストリーダー研修終了
　　　　　　　３　チェーンソーの安全衛生特別教育終了
　　　　　　　４　刈払い機の安全衛生教育終了

使用する素材、材料等
①は「立木」とし主な樹種をカッコ書きすること、他は必要に応じて記載すること。
①立木（スギ、ヒノキ）
②竹　③防護ネット、支柱　④○○

周
辺
業
務

同
上

○
ｈ

周
辺
業
務

同
上

○
ｈ

合　計　時　間

刈払い機を使用する業務に就く前に、「刈払機取扱作業者に対する安全衛生教育について」（平成１２年２月１６日付け基発第６６号）に基づ
く、安全衛生教育を計画してください。

関
連
業
務

同
上

○
ｈ



様式１－４－②号
（３－２）第３号技能実習実施計画（２年目）（モデル例）

技能実習を行わせる事業所
　①　事業所名　Ａ林業株式会社　Ｂ支所 所在地　東京都青梅市西分町○－○－○
　②　事業所名 所在地
　③　事業所名 所在地
　実習期間　20XX年　XX月　XX日　～　20YY年　YY月　YY日

１０ １１ １２

月 月 月

目 目 目

1 （１）育林作業
　①地拵え
　　１．指示された方法により実施
　　２．時期の選択や準備
　②植付 

　　１．指示された方法により
　　　　苗木（コンテナ苗等）を植付

　　２．苗木を良好な状態で保管
　　３．補植、改植
　③下刈り

　　１．植林木を傷つけることなく
　　　　刈払い

　　２．適切な方法を選択 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
　④除伐
　　１．侵入樹種を中心に除伐
　　２．除伐木の整理
　⑤枝打ち

　　１．なた、おの、のこぎりを用いて
　　　　実施

　⑥間伐（切り捨て）

　　１．対象木の欠陥や危険を見極め
　　　　安全に間伐

　　２．斜面に対して横方向又は斜め
　　　　下方向に伐倒

　　３．指示された方法によりかかり木
　　　　処理

　　　　　　班長：森林太郎（１５年）
2 （２）素材生産

　①伐倒（チェーンソー）

　　１．対象木の欠陥や危険を見極め
　　　　安全に伐倒

　　２．斜面に対して横方向又は斜め
　　　　下方向に伐倒

　　３．指示された方法によりかかり木
　　　　処理

　②造材 
　　１．ガイドバーよりも太い材の玉切り △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
　　２．上下から合わせ切り
　③木寄せ
　　１．つるやとびを使って木寄せ

　　２．集材しやすいように丸太の向き、
　　　　量、材種を整える

　　３．ワイヤーをかける

　　　　　　班長：森林太郎（１５年）
3 （３）安全衛生業務

　①雇入れ時等の安全衛生教育

　②作業開始前の保護具の着用と服装の
　　点検 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
　③作業に必要な機械及び周囲の安全確認
　④異常時の応急措置の習得

　　　　　　班長：森林太郎（１５年）

4
①播種、さし付け、堀取り、仮植などの育苗
作業

②獣害防止柵等獣害防止対策資材の設置作業

③森林作業道作設に係る支障木の除去等補助
作業

④丸太の検知（径級の計測、チョークによる
記載） △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
⑤作業前の蜂の誘因・捕殺、熊よけの爆竹等
⑥苗木の倒伏防止や雪起こし作業

⑦ペンキ巻き、境界の刈払いなど作業地の明
認作業

関
連
業
務

同
上

○
ｈ

必
須
業
務

同
上

○
○
ｈ

必
須
業
務

同
上

○
ｈ

７
月
目

８
月
目

９
月
目

必
須
業
務

Ａ
林
業
株
式
会
社
　
Ｂ
支
所

○
○
ｈ

技能実習の内容
必須業務、関連業務及び周辺業務の別

指導員の役職・氏名（経験年数）

事
業
所

合
計
時
間

月・時間数

１
月
目

２
月
目

３
月
目

４
月
目

５
月
目

６
月
目



　　　　　　班長：森林太郎（１５年）

5
安全衛生業務（関連業務を行う場合は必ず実
施する業務）

①雇入れ時等の安全衛生教育
②作業開始前の保護具の着用と服装の点検 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
③作業に必要な機械及び周囲の安全確認
④異常時の応急措置の習得

　　　　　　班長：森林太郎（１５年）

6 ①必要な資機材の積み込み、荷下ろし、運搬

②必要な資機材の保守・点検 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

　　　　　　班長：森林太郎（１５年）

7
安全衛生業務（周辺業務を行う場合は必ず実
施する業務）

①雇入れ時等の安全衛生教育
②作業開始前の保護具の着用と服装の点検 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
③作業に必要な機械及び周囲の安全確認
④異常時の応急措置の習得

　　　　　　班長：森林太郎（１５年）

○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ ○ｈ

（注意）
1 予定表には、当該科目の開始月より修了月までの間を矢印（←→）で結び、矢印の上に各月に行う時間数を記載してください。
2 チェーンソーを使用する業務に就く前に、労働安全衛生規則第３６条第８号に基づく安全衛生特別教育を計画してください。
3

4 伐木等機械や走行集材機械等の運転に関する業務を計画しないでください。

使用する機械、器具等 ①チェーンソー　②刈払い機　③○○

製品等の例 素材（丸太）

指導体制

指導員名　森林太郎
免許・資格等　１　１級林業技能士
　　　　　　　２　フォレストリーダー研修終了
　　　　　　　３　チェーンソーの安全衛生特別教育終了
　　　　　　　４　刈払い機の安全衛生教育終了

使用する素材、材料等
①は「立木」とし主な樹種をカッコ書きすること、他は必要に応じて記載すること。
①立木（スギ、ヒノキ）
②竹　③防護ネット、支柱　④○○

周
辺
業
務

同
上

○
ｈ

周
辺
業
務

同
上

○
ｈ

合　計　時　間

刈払い機を使用する業務に就く前に、「刈払機取扱作業者に対する安全衛生教育について」（平成１２年２月１６日付け基発第６６号）に基づ
く、安全衛生教育を計画してください。

関
連
業
務

同
上

○
ｈ


